
続・ニューギニアヤリガタリクウズムシについて

一小笠原におけるその後の知見一
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　　　　　　　　　／小笠原野生生物研究会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約

　小笠原諸島は2007年1月に世界自然遺産の「暫定一覧表」に記載されることが決定した。

そのため、各種の外来生物への早急な対策がますます求められており、ニューギニアヤリ

ガタリクウズムシについても同様である。筆者は2006年に小笠原諸島における本種の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について述べたが、それ以降の小笠原諸島における本種の知見（対策も含む）を述べた。

1．はじめに

　筆者は前稿（大林、2006）で、本種の発見の経緯と、その後の世界各地への分布拡大過

程や、生物的防除への利用とその問題点、我が国ならびに小笠原諸島への侵入確認の経緯

や分布の現状などについて述べた。おりしも前稿の発表後の2007年1月に、日本政府は

「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（通称、世界遺産条約）に基づく我が

国の「暫定一覧表」に、自然遺産として「小笠原諸島」を記載することを決定した。その

ため、本種を含む各種の外来生物への早急な対策がますます求められているといえる。そ

こで本稿では、前稿の執筆以降に、本種に関して明らかになった事項（対策も含む）を述

べておくことにする。

ll．食性に関する知見について

1．極めて高い本種の捕食圧

　Sugiura　et　al．（2006）は、本種がすでに侵入している父島において、本種が生息してい

る地域と生息していない地域の2カ所に、本種が侵入可能な網袋と、侵入不可能な不織布

の袋のそれぞれにカタツムリを入れて林内に設置し、その生存過程を調査した。3日後、

本種の生息地域では、多くの網袋に本種が侵入し、カタツムリを捕食しているのが観察さ

れた。本種の生息域の網袋では、3日間で50％以上、11日間で90％以上のカタツムリが捕

食されたが、不織布の袋や本種が生息していない地域の袋では、カタツムリの死亡はほと
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んど見られなかったことから、現在父島では本種が高い生息密度に達し、カタッムリ類の

生存に強い影響を与えていることが示唆された。これは、野外における本種の高い捕食圧

を明らかにした世界で初めての事例である。

2．生きた陸産貝類以外の食性の追加

　筆者は前稿（大林、2006）で、本種が生きた陸産貝類（捕食性のヤマヒタチオビを含む）

以外に、生きた陸棲プラナリア類や、生きたリクヒモムシを捕食、また、死んだミミズを

摂食すること（Ohbayashiθ’磁，2005）を述べたが、2007年7月の調査で、父島の野外（宮

之浜道）において本種がヤスデの1種ならびにヤモリの1種の死体を摂食していることを

確認した。また、室内実験で陸生プラナリアの1種（属・種は不明）を捕食することも確

認した。さらに、本種は生きた状態では共食いをしないとされているが（Kaneda　et　al．，

1990；Ohbayashiθ’磁，2005）、今回本種に本種の死体を与えたところ、死体であれば摂食

することを確認した。今までに得られた知見と合わせて考えると、本種の食性はかなり広

く、父島では陸産貝類以外の餌資源（例えば、オオヒキガエルなどの動物の死体）は充分

にあると考えられる。父島において陸産貝類の分布していない地域においても、本種の密

度は増加している傾向が示唆されており（大林、2002；大河内ら、2003；Ohbayashiε’鳳，

2007a；大林・竹内、2007；Ohbayashiθ’砿，2007b）、これには本種の食性の広さが関係して

いるものと考えられる。

皿．本種の分布拡大防止対策について　　　　　　　　　　　　　・

1．本種の耐塩水性

　筆者は前稿（大林、2006）で、筆者による本種の海水に対する耐性調査（大林、2005）

について述べたが、その後、海水に替えて各種濃度の塩水（海水と同じ3．5％、7％（海水

の2倍濃度）および17．5％（同5倍））のNaC1水溶液）を用いてより詳細に塩水に対する耐

性を調査した（大林ら、2008：印刷中）。その結果、以下の点が明らかとなった。（1）本

種をNaCl水溶液を染み込ませたろ紙と常に触れる条件下で飼育すると、濃度3．5％では約

8時間後に全ての個体が死亡し、濃度が高いほど短時間で死亡した。（2）本種をNaC1水溶

液中に沈浸し、ノックダウン後に取り出し、蒸留水を染み込ませたろ紙に移して飼育する

と、濃度3．5％では約20分後にノックダウンし、濃度が高いほど短時間でノックダウンし

た。また、いずれの濃度でもその後には全ての個体が死亡した。なお、対照区として蒸留

水に沈めた場合は約35分後にノックダウンしたものの、死亡個体はなかった。（3）本種を

3．5％NaCl（海水相当濃度）中に一定時間（1～15分間）沈浸後、蒸留水で湿らせたろ紙
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上に取り出して飼育した場合には、10分間以上であれば全ての個体が死亡した。（4）本種

を3．5％NaC1（海水相当濃度）中に一定時間（1～3分間）沈浸後、乾いたろ紙上に取り出

して飼育した場合には、蒸留水で湿らせたろ紙上で飼育した場合よりも死亡率が上昇した。

したがって、塩水の濃度や施用方法を工夫すれば、本種の未侵入地域への侵入防止に利用

できる可能性が示唆された。例えば、本種が未侵入の島々に上陸する前に、高濃度の塩水

に靴底を浸しておくことや、上陸する際に、海岸で靴底を一定時間洗浄後、乾いた海岸を

歩くことは本種の侵入阻止に有効であると考えられる。滝ロ（私信）によれば、すでに現

在、本種が未侵入の兄島で実施されているノヤギ駆除事業では、入島前に靴底の土を落と

し、海岸の海水で洗浄することや、作業員が飽和食塩水（濃度20％以上）を携行し、作業

時に靴裏を洗浄することが実施されており、本種の侵入阻止にある程度は役立っているも

のと考えられる。また、食塩水以外にエタノールを靴底に噴霧することも行われている。

なお、他の島（弟島や西島）における外来種対策事業（ノブタやクマネズミ）の際にも、

入島前に靴底の洗浄や資材の梱包が行われている。

2．熱水処理の有効性

　Sugiura（2008，　in　press）は、ニューギニアヤリガタリクウズムシを含む外来土壌動物の

侵入・移動を防止するための検疫手法の一つとして、熱水処理の有効性について検討して

いる。その結果、本種は43℃以上の熱水に5分間浸漬すると、全ての個体が死亡すること

が明らかとなった。熱水処理は環境への負担が小さいため、今後小笠原諸島において有効

な検疫手段となりうる可能性がある。

N．おわりに

　本種は他の多くの外来生物と同様、いやそれ以上にいったん侵入すると、その駆除・根

絶は極めて困難（ほとんど不可能）である。国際的にも、駆除に成功した事例はないと考

えられ、世界自然遺産への登録を目前に控えた今後はこれまで以上に「父島以外の地域に

持ち込まないこと」が必要であろう。

　最後に、筆者は前稿（大林、2006）で、本種も含めた各種の陸棲プラナアリア類が、広

東住血線虫の「中間宿主（intermediate　host）：ある種の寄生虫において幼生期の発育を

行い、成虫が有性生殖を行う宿主が別の動物である場合の宿主」になると述べたが、これ

は誤りで、本種は寄生虫学的には「中間宿主」ではなく、「待機宿主（paratenic　host）：

寄生虫の発育環において必ずしも必要ではないが、終宿主と中間宿主との間に介在するこ

とにより、終宿主への感染機会を増加させる役割を果たす動物。待機宿主においては寄生
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虫の有性生殖、ステージの変化は生じない」であるということなので（沖縄県衛生環境研

究所、2004）、訂正しておく。
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